
本号では 2 回に渡り開催しました「氷川参道歩行者専用化に向けた「デザイン
ワークショップ」」の内容についてご紹介します。 
第１回目はデザイン検討の方向性について、第 2回目は、それらを受けて検討し
た具体的なデザイン案についてご意見をいただきました。 

第１回目のワークショップのまとめは、以下のとおりです。 

●舗装デザインの考え方 
・参道に相応しい設え 

   （正中を尊重、石張り、3間幅を明示、透水性舗装など） 
・参道において特に必要となる機能性への配慮 

   （強度のある材料、移動しやすい表面仕上げなど） 
・ゆるやかな通行区分 

   （自転車と歩行者をゆるやかに素材で通行区分するなど） 
●照明デザインの考え方 
・参道らしいシンプルなボール照明 

    （防犯性や安全性に配慮、風格を表現する配置、LED光源、周辺への配慮、 
色彩は暖色系など） 

●境界部分のデザインの考え方 
・参道元来の３間幅員を表現する設え 

第２回目のワークショップのまとめは、以下のとおりです。

●舗装 
・中央部を自然石舗装、両側は透水性コンクリート舗装 
・正中を印象つけるとともに、通行しやすさに配慮した仕上げを選択 
・車両等の通行に配慮し、舗装下地強化工法を適宜採用 
・グレー系の色彩をベースに素材を切り替えて区分 
●照明デザイン 
・構造体は、細くて頑丈な鉄製を基本 
・発光部は方形とし、格子のデザインを用いることで、伝統的な参道らしい

風   格を表現 
・屋根はシンプルかつ伝統的な切妻で効率的な配光に寄与 
●境界部分 
・スリット側溝を採用して集水力を確保するとともに３間幅の境界を表現 

デザイン（案）について皆さんからいただいた主なご意見は。 
・参道としての統一性に配慮したデザイン 
・石張りに強さと風格があって良い 
・神社との統一性が図られたデザインで良い 
・排水性能やメンテナンス性に配慮されていて良い 
おおむね良いというご意見でした。ありがとうございました。 
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これらを受けて提案 



デザイン（案） 

さいたま市 都市局 都心整備部 氷川参道対策室 （大宮区役所東館２階）
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まとめ 
皆様方にご協力いただき、作成いたしました歩行者専用化後のデ
ザインにつきましては、歩行者専用化後順次、道路管理者と相談の
上、施工してまいりたいと考えております。
引き続きご協力をよろしくお願いいたします。 

さいたま市 都市局 都心整備部 氷川参道対策室 （大宮区役所東館２階）


